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高層建築物
15階建て
高さ約45ｍ

4倍望遠レンズ使用
最大斜距離 205ｍ

水平距離 200ｍ

垂直・水平移動にて撮影
水平距離 30ｍ

最大斜距離 35ｍ

仰角45°以内

仰角が非常に少なく抑えられているため
天空反射などのノイズが緩和される。

※ 撮影時の水平角にも有利に働く為調査を行うには効果がある
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超高層建築物
最大撮影高さ
約45ｍ

2倍望遠レンズ使用
最大斜距離 125ｍ

水平距離 １１６．６ｍ

垂直・水平移動にて撮影
水平距離 30ｍ

最大斜距離 35ｍ

仰角45°以内

※ 撮影時の水平角にも有利に働く為調査を行うには効果がある
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高層建築物
15階建て
高さ約45ｍ 最大斜距離 53ｍ

水平距離 37.6ｍ

垂直・水平移動にて撮影
水平距離 30ｍ

最大斜距離 35ｍ

仰角45°以内

現在所有のカメラ性能
標準レンズ 53.19ｍ迄

地上から
撮影不可
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超高層建築物
最大撮影高さ
約145ｍ

理論上は可能

最大斜距離 205ｍ

水平距離 １４５ｍ

垂直・水平移動にて撮影
水平距離 30ｍ

最大斜距離 35ｍ

仰角45°以内

航空法により制限がかかるためドローンによる撮影が出来ない地域がある。
風速が強くて機体の操縦がさらに難しくなる。

仰角が非常に大きい為、天空反射による
ノイズが多くあらわれる。
劣化が見逃されやすい。
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高層建築物
10階建て
高さ約30ｍ

最大斜距離 53ｍ

水平距離 37.6ｍ

垂直・水平移動にて撮影
水平距離 30ｍ

最大斜距離 35ｍ

仰角45°以内

作業性やコストの観点から考えた場合
ドローンを使用して撮影するメリットがあまりない。
地上からの撮影で十分にカバーできる。
但し、立地条件によってはドローンをした方が良い場合もある。

※ 撮影時の水平角にも有利に働く為調査を行うには効果がある
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標準レンズ
水平距離37.6ｍ

2倍望遠レンズ
水平距離145ｍ

4倍望遠レンズ
水平距離200ｍ

調査対象建物
高さ45ｍ
20ｍ×20ｍ
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25ｍｍ

25ｍｍ
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≦30°

水平視野角

水平角
≦60°

測定対象物

水平方向の角度制限

仰角

垂直視野角

測
定
対
象
物

≦60°

≦45°

垂直方向の角度制限

放射率の指向性

60°迄は放射率は変わらない

撮影角度が過大 → 放射率が急変（小） → 測定誤差が生じる
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垂直視野角

水平視野角

最小検知寸法

1.4 m

11 cm
38 cm

1.9 m
3.8 m

2.9 m

29 cm
9 cm

0 30 cm 1 m 5 m 10 m

0.18 mm□ 0.6 mm□ 3.0 mm□ 6.0 mm□

640個

480個

視 野 角：水平21.7°× 垂直16.4°
空間分解能：0.6 mrad

(画 素 数：640(H)  × 480(V) )
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カメラタイプ 解像度（横×縦）

１画素の比較 １画素の大きさ

製造会社・品番 画素の大きさ

20年前の調査基準
FLIR社製 T440相当

320×240=76,800画素
（8万画素タイプ）

4.0
（4倍）

100mm

FLIR社製 SC660
及び T640相当

640×480=307,200画素
（30万画素タイプ）

1.0
（基準値）

25mm
（基準値）

FLIR社製 T1050SC
1024×768=786,432画素
（80万画素タイプ）

0.625
（1/2.56）

15.625mm
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カメラタイプ 解像度（横×縦）
レンズの種類

視野角
［FOV］ 空間分解能［IFOV］

基準値
（25mm角）
撮影距離製造会社・品番 画素の大きさ 横×縦

20年前の調査基準
FLIR社製 T440相当

320×240=76,800画素
（8万画素タイプ）

広角レンズ 45°×34° 1.31

mrad

19.08

ｍ標準レンズ 25°×19° 0.75 33.33

望遠レンズ 15°×11° 0.52 48.08

FLIR社製 SC660
及び T640相当

640×480=307,200画素
（30万画素タイプ）

広角レンズ 45°×34° 1.30

mrad

19.23

ｍ
標準レンズ 24°×18° 0.65 38.46

望遠レンズ 12°×9° 0.33 75.76

3倍望遠レンズ 7°×5.3° 0.19 131.58

FLIR社製 T1050SC
1024×768=786,432画

素
（80万画素タイプ）

広角レンズ 45°×34° 0.80

mrad

31.25

ｍ
標準レンズ 28°×22° 0.47 53.19

望遠レンズ 12°×9° 0.20 125.00

4倍望遠レンズ 7°×5.3° 0.122 204.92
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カメラタイプ 解像度（横×縦） 解像度(画素) 1画素（25mm角）における画像の大きさ

製造会社・品番 画素の大きさ 横 縦 横画角の大きさ 縦画角の大きさ

20年前の調査基準
FLIR社製 T440相当

320×240=76,800画素
（8万画素タイプ）

320 240
8.0ｍ

（25㎜×320=8,000㎜）
6.0ｍ

（25㎜×240=6,000㎜）

FLIR社製 SC660
及び T640相当

640×480=307,200画素
（30万画素タイプ）

640 480
16.0ｍ

（25㎜×640=16,000㎜）
12.0ｍ

（25㎜×480=12,000㎜）

FLIR社製 T1050SC
1024×768=786,432画素
（80万画素タイプ）

1024 768
25.6ｍ

（25㎜×1024=25,600㎜）
19.2ｍ

（25㎜×768=19,200㎜）
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